
小学生の英語習得時の脳内メカニズムを解明 

ー母語の発達時と同じ脳波の反応を計測ー 

 

首都大学東京 大学院人文科学研究科 萩原裕子教授は、科学技術振興機構（JST）社会技術研究開発事業

の一環として、尾島司郎研究員らとともに、小学生の外国語学習に伴う脳活動の変化が、母語の発達に

見られる変化と同じプロセスを辿ることを明らかにしました。 

 この研究成果は、米国科学誌「Journal of Cognitive Neuroscience」のオンライン版で速報されています。 

 

＜研究の背景＞ 

 近年、外国語学習の重要性がますます高まっており、日本では平成２３年度より公立小学校の高学年

で英語活動が必修化されます。しかし、アメリカでの第二言語としての英語習得とは異なり、日本のよ

うな外国語環境での子供の英語学習については科学的データが殆どありません。さらに、小学生は母語

の発達も途中であり、母語の発達と外国語習得の関係、その時期における外国語習得の脳内メカニズム

は殆ど解っていません。 

 

＜研究成果の概要＞ 

 日本人小学生（６歳〜１１歳）３００人以上を、３年間、脳波の一種である事象関連電位*1と英語テス

トを用いて追跡調査*2し、外国語としての英語力が上がるにつれて、脳反応にどのような変化が現れるの

かを詳細に検討しました。その結果、英語が上達するにつれて、母語の発達にみられる脳反応が次々に、

しかも同じ順序で現れてくることが分かりました。実験では小学生は画面に次々に提示される絵を見な

がら、英単語を聴きました。絵と単語が一致する時としない時があり、一致しない時に現れる脳反応

(N400)をみることにより単語の意味を理解しているかどうかが分かります。その結果、英語力が低い低

得点群では一致と不一致の反応に明瞭な違いは見られませんが、得点が上がるにつれて差が現れ始め、

中得点群では弱い反応が、高得点群でははっきりとＮ400が観察されました。英語力が上がるにつれて脳

の反応も強まりました。さらに２年後には、低得点群では弱い反応が、中得点群では明らかなN400 が

出現し、高得点群ではN400 に加えてLPC が現れました。N400とLPCは高得点群の母語にもみられるも

ので、英語が上達すると母語の脳反応に近づくことが分かりました。通常、母語は周囲の人々が話す環

境で、一方、外国語は教室以外では使われない環境でそれぞれ学習されますが、今回の研究はそのよう

な環境的な違いよりも、子どもの脳における言語習得の普遍性を強調する結果となりました。 

 

＜発見の意義＞ 

今回の研究から、学習環境や経験により最も左右されやすいとされる単語の習得でも、生物学的要因が

つよく働いていることが示されました。外国語学習の脳内メカニズムを明らかにすることで、母語の健

全な発達を保証しつつ、効果的な外国語学習の方法を明らかにすることが期待されます。今回参加した

多くの小学生は、最先端の実験を体験し自分自身の脳反応をリアルタイムで観察することで、教科書か

らは得られない豊かな経験を得るとともに、保護者や教師にも新しい視点をもたらし、「教育としての脳

科学」の可能性を広げることができました。今後、「言語」という万人が持つ能力を脳科学への入口とす

ることで、脳科学と社会との効率的なインターフェイスを築くことが期待されます。 

 

問い合わせ先 

 首都大学東京 大学院人文科学研究科 言語科学教室 電話 042-677-2217 Email: hagiwara@tmu.ac.jp 
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【参考図】       

    

           小学生の英語の脳波にみられる段階的な変化 

 

英語力が低い低得点群(A)では絵と聴いた単語の内容が一致している場合（黒線）と不一致の場合（赤線）

では、波形に明瞭な違いは見られないが、得点が上がるにつれて差が現れ始め、中得点群(B)ではbroad 

negativity、高得点群(C)ではＮ400 成分が出現している。さらに２年後には、低得点グループ(E)ではbroad 

negativity、中得点群(F)ではN400 が出現し、高得点群(G)ではN400 に加えてLPC が現れた。これら２つ

の成分は高得点群の母語(D)にもみられるもので、英語が上達すると母語の脳反応に近づくことが見て取

れる。一方、英語力があまり上達しない群(H)では、２年後 (I)も脳反応に顕著な変化はない。 

 

【用語解説】 

(注1) 事象関連電位 (Event-related Potentials, ERP) 

 脳波の一種で、ある事象に関連して生じる脳電位。通常、脳電位が反映している認知処理過程をERP 成

分として表す。言語処理では、N400やLPC（後期陽性成分）が広く知られており、N400は意味の理解を、

LPCは処理の再分析や統合を反映している。 

 

(注2) 追跡調査（縦断的調査） 

異なる学習段階にある複数のグループを１回調査する横断的調査と異なり、同一の研究参加者を複数回

にわたって調査すること。言葉の学習のように変化が現れるのに年単位の時間がかかるものもある。あ

る時点での効果に関して、それより前の時点でのデータを見ることで、その学習や発達などによる変化

が同一個体で起こっていることが分かり、その効果の因果関係を検証できる。 


